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５日(水)に３～６年生による児 ６月１１日（火）に，プール開
童総会が行われました。始めに歌 きを行いました。５・６年生の子
やゲームであたたかい雰囲気をつ どもたちが，１年ぶりの水泳を楽
くったあと，委員会からのお知ら しんでいました。これから安全に
せがありました。その後，議題に 楽しく水泳学習をすることができ
ついて，学級で考えてきた意見を るよう複数体制で指導を行います。
発表しました。グループや全体で ご家庭でも健康管理へのご協力を
の話合いの結果，「差別をしないでみんなで１ヶ月に１回遊ぶ」 お願いします。
に決まりました。これからみんなで決めたことに取り組み，元気
で明るい国見小にしていきます。

６月１２日(水)に１年生の親子ふ
れあい給食がありました。１年生の

６月８日（土）に人権擁護委員の 子どもたちは，給食の時間が始まる
笠木さんと白坂さんを講師に迎え， 前からにこにこ笑顔。お父さん・お
人権教室がありました。１･２年生 母さんの顔を見ると，手を振って喜
では，「むしむし村の仲間たち」と んでいました。
いう DVDを，３・４･５･６年生は， 隣にいるお父さん・お母さんと食
「プレゼント」という DVD を見た べる給食はいつも以上においしかった
後に人権というものについて真剣に ようです
考え意見を出し合っていました。
思いやりを持っていろんな人に接し
ていきましょう。

６月１２日（水）に東部消防署の
方を講師に迎え，救命救急講習を実
施しました。多くの保護者が真剣に
実習していました。倒れている人を

６月８日(土)に風水害を想定した引き渡し訓練がありました。 発見したときの対処方法①近くの人
保護者の方には，安心安全メールで迎えの依頼を受けた後，事 に知らる②救急車への連絡とＡＥ

前に家族で話し合っていたタイムラインの計画に沿ってお子さん Ｄのお願い③呼吸の確認④心臓マッ
を迎えに来ていただきました。そして，音楽室などで待機してい サージ⑤ＡＥＤを学習しました。
た子どもたちを職員が誘導し引き渡しを行いました。１０時４０
分に始まった訓練は，１１時３０分には無事に終了することがで
きました。
ＰＴＡ執行部の皆さんにも学校職員や保護者の方の動きを確認 ６月１４日（金）３時間目に不審

していただき，よりよい訓練になるようアドバイスをいただきま 者対応避難訓練を実施しました。
したご協力ありがとうございました。 不審者が突然学校に侵入し，その

不審者に職員が対応しながら，全
児童は安全な場所に避難するとい
う訓練でした。その後は，登下校

・春季肝属地区ソフトボール大会 時に知らない人に声をかけられた
第３位 高山ソフトボールスポーツ少年団 時の対処の仕方を肝付警察署の方

木之下 萌衣さん，三反田 悠真さん に教わりました。
城之園 拓摩さん，早稲田 奨さん 「いかのおすし」をしっかり実践しましょう。

・肝属地区スポーツ大会（陸上競技）
５・６年男子４００ｍリレーの部

第１位 城之園 拓摩 さん ・ ５日(金) 水泳発表会 学級ＰＴＡ
５・６年男子４００ｍリレーの部 ・１６日(火) プール掃除(３～６年)

第２位 木之下 萌衣 さん ・１９日(金) 終業式 大掃除
３・４年男子４００ｍリレーの部 ・２２日(月) ふれあい面談（～２６日）

第３位 木之下 瑛翔 さん プール開放（～２５日）
・２７日(土) 家庭教育学級(親子パンづくり)

校長：米森 一孝

５月３０日の全校朝会で，「しあわせのバケツ」という絵本

の読み聞かせをしました。絵本の内容を簡単に説明すると，誰

もが心の中に「しあわせのバケツ」を持っているということ，

そして，そのバケツは誰かに親切にされたり，自分が親切にし

たりすると「幸せ」でいっぱいになり，反対に誰かに嫌なこと

をされたり自分が嫌なことをしたりしたら，相手も自分もバケ

ツは空っぽになってしまうというお話です。

６月の校内人権月間に併せ，校長室前の廊下に国見版「しあ

わせのバケツ」を設置しました。誰かに言われたり，されたり，

または誰かの行動を見て嬉しい気持ちになったら，一日一個，SB
（しあわせのボール･･･スーパーボール）をバケツに入れていく

というものです。バケツがいっぱいになるのに「早くても２か

月くらいかなあ」「もしかしたら２学期までかかるかもしれな

い」と考えていました。ところが２週間も経たず，６月１１日

にバケツが SB でいっぱいになりました。現在，３回目（バケ
ツ３杯目）に入っています。

人に思いやりを持って接することは大切です。同時に人のや

さしさに気づくことも大切なことだと思っています。国見小の

子どもたちは，たくさんの「やさしさ」に気づくことができて

います。見方を変えれば，それだけやさしい気持ちで人に接す

ることができている子どもが多いということにもなります。こ

の先も国見小の「しあわせのバケツ」がいっぱいになることを

願っています。

話は少し逸れますが，今日一日を振り返り「嬉しかったこ

とは何か？」「楽しかったことは何か？」と自問自答すると，

思いのほか出てきません。私も子どもたちと同じように一つ

でも多くそのような気持ちを持つことのできるように，いろ

いろなことに気づく人になりたいと思っています。


